平成18～23年度用 評価規準作成資料

第１学年


ご利用の手引き
〔「言語の使用場面」と「言語の働き」について〕
 　本冊子では、「実践的コミュニケーション能力」育成の観点から、「言語の使用場面」と「言語の働き」を常に意識して指導にあたっていただくことが肝要であると考え、「言語の使用場面」「言語の働き」の項を設けています。表記にあたっては、『中学校学習指導要領（平成10年12 月）解説－外国語編－』に例示されている項目を参照できるように、以下のように記号を使って示しました。
 ◎印は「言語の使用場面」を示します。
 　なお、◎印の項目の中のa、bは次のことを示します。
 　　aは「特有の表現がよく使われる場面」
 　　bは「生徒の身近な暮らしにかかわる場面」
 ○印は「言語の働き」を示します。
 　なお、○印の項目の中のa、b、cは次のことを示します。
 　　aは「考えを深めたり情報を伝えたりするもの」
 　　bは「相手の行動を促したり自分の意志を示したりするもの」
 　　cは「気持ちを伝えるもの」
〔「主な言語活動」について〕
 　全体として４技能のバランスがとれるように配慮しながら、「パフォーマンス・テスト」との関連も意識し、一つのモデルとして示しました。各教育現場の実情に応じて、適宜、取捨選択また補充することが求められます。
〔「評価規準」について〕
 　国立教育政策研究所教育課程研究センターが発表した「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料（中学校）」（平成14年2月）を活用しました。各教育現場の実情に応じて、さらに具体化したり変更したりする必要があります。
 　「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」については、言語活動を実践する際に必ず設定されるべきものであり、各言語活動に共通するものが多いため、あえて省略してありますのでご理解ください。
〔「パフォーマンス・テスト」について〕
 　その課、またその前の課の学習活動で身に付けた力を総合的に発揮させ評価し、その次の指導に生かす場面として設定しました。特にスピーキングの能力に焦点をあてたテストを具体的に示してあります。各教育現場の実情に応じて取捨選択をしたりアレンジしたりする等工夫してご活用ください。
 ※「主な言語活動(内容のまとまり)」の欄の（L）（S）（R）（W）の略語は、それぞれ次のことを示します。
 　（L）：聞くこと　（S）：話すこと　　（R）：読むこと　　（W）：書くこと
 ※「評価規準(評価の観点)」の欄の（表現）（理解）（言語・文化）の略語は、それぞれ次のことを示します。
   （表現）：表現の能力　　（理解）：理解の能力　
 　（言語・文化）：言語や文化についての知識・理解

 ■第1学年
	月
	時
	課
	題 材・主な言語材料
	言語の使用場面（◎）
言語の働き（○）
	主な言語活動（内容のまとまり）

	
	
	
	
	
	

	4
	5
	
	①英語らしく言ってみよう。
②アルファベットになれよう。
③アルファベットが表す音を聞  いてみよう。
④どんどん英語を使ってみよう。
世界の言葉の一つとしての英語を学ぶ準備。
身近な外来語からアルファベットと語彙を主に音声で導入する。
多用する教室英語の音声に慣れる。

Action Timeを利用してTPRを行う。
	◎a あいさつ
  b 学校での学習や    活動
○a 発表する
  b 質問する

	●絵単語カルタ・実物（L/S）
身の回りの物事の名前を聞いたり発音したりする。

	
	
	
	
	
	●アルファベットBINGO！（L/S）
アルファベットの発音練習をし，ビンゴゲームで確認する。アルファベットの「名前読み」発音と「フォニックス」発音の両方を行う。

	
	
	
	
	
	●あいさつしよう！
簡単なあいさつや対話を行う。



	5
	4
	1
	 パーティーで英語を話す。
友人のマイクに誘われて留学生歓迎パーティーに出た由紀と武史はアンディーと知り合う。
be動詞の平叙文 / 疑問文
	◎a あいさつ
    自己紹介
  b 学校での学習や    活動
    家庭での生活
○a 紹介する
  b 質問する
  c 喜びを伝える
	●「はじめまして！（自己紹介をしよう！①）」（S）
I am ～. を用いて自己紹介をする。

	
	
	
	
	
	●自己紹介を聞き取ろう！（L）
様々な人物の自己紹介を聞き取る。



	
	
	
	
	
	●あなたはどんな人？（Interview）（L/S）
Are you～? / You are～.を用いて相手のことについて質問し合ったり，表現し合うペア活動を行う。



	
	6
	2
	 アンディー，武史の家へ行く。
武史の家を訪れたアンディーはパソコンで家族の紹介をする。
三人称単数の代名詞 / What～?
	◎b 家庭での生活
    友だちの紹介
○a 説明する
  b 質問する
  c ほめる
	●「これ，○○？」（Guessing Game）（S）
目隠しをして袋や箱の中のものを手で触り，それが何かをIs this～?の疑問文とその応答文を用いて当て合うゲーム。

	
	
	
	
	
	●友人や家族を紹介しよう！①（Show and Tell） （L/S）
友人や家族の写真を見せながら  This is
～./ He [She] is ～.を用いて紹介し合うペア[グループ]活動。

	6
	
	
	
	
	●「これ何？」（Guesshing Game）（S）
影絵，物の一部の写真，音等をヒントにして，それが何かをWhat is this [that]?とその応答文を用いて当てる活動。

	
	
	
	Let’s Communicate ①
     
	◎a 自己紹介
    学校での生活
○a 紹介する
  b 質問する
	●ニューヨークは今何時？（S/L）
時差に注目して，世界各地の時刻について対話をする。
A: It’s 9:00 a.m. in Japan now.  What time is it in New York?
B: It’s 7:00 p.m.


	評価規準（評価の観点）
	パフォーマンス・テスト

	
	パフォーマンス・テストの概要
	評価規準（評価の観点）

	◆身の回りの物事を表す英語の名詞を正しく聞き取ることができる。（理解）


	●アルファベット発音テスト  
アルファベットを何も見ずに言う。

	◆アルファベットの順序を正しく覚えている。（言語・文化）
◆アルファベットが正確に発音できる。（表現）


	◆アルファベットの順，発音について正しい知識を身に付けている。（言語・文化）
◆アルファベットが正しく発音できる。（表現）
	
	

	◆英語で初歩的なあいさつ（Hi./ Hello./ Nice to meet you. 等）ができる。（理解）


	
	

	◆自分の名前，出身地等について英語で表現できる。（表現）


	●単語発音テスト 
Let’s Start 3のカルタを見て動詞を発音する。

	◆基本的な動詞のつづりを正しく識別することができる。（言語・文化）
◆基本的な動詞を素早く，相手に理解されるように発音できる。（表現）

	◆自然なスピードで話される自己紹介文の大切な部分を正しく聞き取ることができる。（理解）
	
	

	◆聞かれたことについて適切に応じることができる。（表現）
◆be動詞の肯定文，疑問文，否定文の文構造について正しい知識を身に付けている。（言語・文化）
	
	

	◆Is this～?の疑問文とその応答文を正しく運用できる。（表現）


	
	

	◆This is～. / He [She] is～.を用いて友人や家族の紹介をすることができる。（表現）
◆He [She]の用法について正しく理解している。（言語・文化）


	
	

	◆What is this?とその応答文を用いて適切に話すことができる。（表現）


	
	

	◆時刻について正しく質問し，答えることができる。（表現）
◆時刻の表現について正しい知識が身に付いている。（言語・文化）


	
	


	月
	時
	課
	題 材・主な言語材料
	言語の使用場面（◎）
言語の働き（○）
	主な言語活動（内容のまとまり）

	
	
	
	
	
	

	6
	4
	3
	 シンガポールからのお客さん
学校に外国からのお客さんがきて，自己紹介する。
一般動詞の平叙文と疑問文
	◎a 自己紹介
  b 学校での生活
○a 自己紹介する
    説明する
  b 質問する
	●自己紹介をしよう！②（W/S）
Program 1で取り組んだ自己紹介に一般動詞を含む文を加えて自己紹介のスピーチ文を作成し発表する。



	
	
	
	
	
	●「好き？嫌い？」（Interview）（S/L）
Do you ～?を用いて食べ物やスポーツ，音楽等について好き嫌い，するかしないか，についてインタビューする。

	
	
	
	
	
	●「何でもリサーチ！」（Interview）（S/L/W）
What～do you...? / What kind of～?を用いて，身近なことで好きなこと等についてインタビュー調査を行う。



	
	6
	4
	 キャンプの準備
由紀と友だちが集まって夏のキャンプに行く相談をしている。
名詞の複数形 / How many～? / Who～?
	◎b 家庭での生活
○a 意見を言う

    描写する
  b 提案する
    質問する
    承諾する
	●何がいくつ？（L）
数名の持ち物紹介の英文を聞く。それぞれの人物がどんな物をいくつ持っているのかを聞き取る。



	7
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	●何をいくつ？（Information Gap Filling）（S/L）
How many～s?を用いて，ペアでそれぞれが何をいくつ持っているのかについて対話する。

	
	
	
	
	
	●友人や家族を紹介しよう！②（Show and Tell）（L/S）
友人や家族の写真を見せ合いながらWho is this?を用いて対話活動を行う。

	
	
	
	Let’s Communicate ②
     
	◎b 学校・家庭・地     域での生活
○a 説明する
	●我が家の行事紹介！（W）
We have hinamatsuri in March.のように，自分の家庭で行う行事を月ごとに英語で書き発表し合う。

	
	2
	 Check Your Progress ①
	
	(Programs 1～4の学習事項の理解度確認と復習)



	9
	4
	5
	 由紀，シアトルに行く。
由紀はおばさんを訪ねてアメリカに行く。
命令文 / Which～? / Where～?
	◎a 機内や空港での     対話
○a 説明する
  b 提案する
  c ほめる
    喜びを伝える
    驚く
	●ロボットゲーム（Role Playing）（S/L）
ペアの一方がロボット，他方が科学者という設定で，命令文を用いて科学者がロボットに指示を出して動かす活動。

	
	
	
	
	
	●空港で迎えよう！（Role Playing）（S）
§2の本文（p.46の部分のみ）を使ってロールプレイングをする。名前，場所等は自由に変える。

	
	
	
	
	
	●あなたの部屋の中は？（Information Gap Filling）（S）
Where is～?を用いて，部屋の中にあるものを表現し合うペア活動。


	評価規準（評価の観点）
	パフォーマンス・テスト

	
	パフォーマンス・テストの概要
	評価規準（評価の観点）

	◆一般動詞（like，play，speak等）の用法について正しく理解している。（言語・文化）
◆自分の好きなこと等を正しく聞き手に伝えることができる。（表現）
	●スピーチ「自己紹介」 
p.28の本文3行目までを使って簡単なスピーチを作成し発表する。出身地は町や村の名前にする。最後にThank you. を付ける。

	◆自分のこと（名前や出身地，好きなもの等）を相手に正確に伝えることができる。（表現）
◆スピーチの形式（終わりにThank you.を付ける等）について知識がある。（言語・文化）

	◆Do you ～?の文とその応答文が正しく運用できる。（表現）
◆相手が言ったことの大切な部分が正しく理解できる。（理解）
	
	

	◆What＋一般動詞？の疑問文とその応答文を用いて適切に話すことができる。

（表現）
◆Interviewの結果を3文程度の英文で報告できる。（表現）
	
	

	◆数字，名詞の複数形を正確に聞き取ることができる。（理解）


	●音読テスト 
ALTの前で一人ずつ本文を音読する。ALTはf，v，thの発音をチェックする。
	◆英文の個々の音を正確に発音できる。（表現）

	
	
	

	◆How many ～s...?の文とその応答文を正しく運用できる。（表現）
◆複数形について正しく理解している。
（言語・文化）
	
	

	◆Who is this?とその応答文が正しく話せている。（表現）
◆1文をプラスして情報を付け加えている。（表現）
	
	

	◆月の名前を正確に書くことができる。（表現）

	
	

	
	●ALTとスキット 
ALTと「初対面」という設定で対話をする。（My name is... / What’s your name? / Nice to meet you. / Where are you from? / Do you like...?等）


	◆相手が理解できる自然な発音で，自分のことを話したり，相手のことを聞き出したりできる。（表現）
◆初対面の場合特有の表現を知っている。（言語・文化）

	◆命令文を状況に応じて適切に使うことができる。（表現）
◆相手の指示を正しく理解し，適切に応答できる。（理解）
	●スキット 
Program 5§3の対話をそのまま使ってスキットを演じる。

	◆発音に注意して英文の内容を豊かに表現することができる。（表現）
◆相手の理解を促すジェスチャー等，non-verbalな要素を活用している。

（表現）（言語・文化）


	◆発音に注意して英文の内容を豊かに表現することができる。（表現）


	
	

	◆Where is～?の疑問文が正しく言える。

（表現）
◆位置を表す前置詞の使い方について知識がある。（言語・文化）
	
	


	月
	時
	課
	題 材・主な言語材料
	言語の使用場面（◎）
言語の働き（○）
	主な言語活動（内容のまとまり）

	
	
	
	
	
	

	9
	6
	6
	 シアトルでの1日
由紀はアンディーと再会し，おばさんとともに観光にでかける。
三単現の一般動詞の平叙文と疑問文 / When～?
	◎b 家庭での生活
    旅行先での活動
○a 説明する
  b 質問する
    提案する
  c 感嘆する
	●友人や家族を紹介しよう！③（Show and Tell）  （L/S/W）
友人や家族の写真を見せ合いながら，その人物の好きな物事や楽しむスポーツ等について表現する。また，紹介文を書いて発表する。

	10
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	●プラスワン・スキット（Skit）（S）
§2の英文の一部を変えたり，文を付け加えたりしてスキットを演じる。

	
	
	
	
	
	●あなたの生活は？（Interview）（S）
日常生活についてwhenを用いてインタビューし合うペア活動。



	
	
	
	
	
	●プラスワン・スキット（Skit）（S）
§3の英文の一部を変えたり，文を付け加えたりしてスキットを演じる。

	
	
	
	Let’s Communicate ③
     
	◎b 地域での生活
○a 説明する
    報告する
	●我が町紹介！（W）
自分が住む町について紹介する英文を書く。象徴的な写真や絵を貼り付け，視覚的に工夫する。

	11
	4
	7
	 A Day at the Rodeo
由紀はアンディーのおじさんのいるタコマへロデオ見物に行く。
一般動詞（規則動詞）の過去形の平叙文と疑問文 / How long ～?
	◎b 地域の行事
○a 描写する
    説明する
  b 行動を促す
    承諾する
    質問する
	●有名人の日記を読もう！（R）
数名の有名人の日記文（フィクション）を読み，概要をとらえる。

	
	
	
	
	
	●昨日何をした？（Interview）（S）
Did you～?/What did you～?を用いて昨日したことについて互いに情報を交換し合う。

	
	
	
	
	
	●なりきり日記（W）
 ある有名人になりきって，想像の日記を書いて発表し合う。



	
	6
	8
	 Clean Energy
由紀の同級生，大介が太陽エネルギーについて話す。
名詞の所有格 / Whose～? / 代名詞の目的格
	◎b 学校での生活
○a 説明する
    描写する
  b 行動を促す
    確認する
	●友人の宝物を紹介しよう！（Show and 
Tell）（S）
友人の大切にしているものや持ち物について紹介する。
A: Whose ～ is this?
B: It’s ～’sの形で始める



	12
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	●私が好きな有名人①（S）
 自分が好きな有名人（歌手，俳優，スポーツ選手等）一人を取り上げ，目的格を含む文章（I like him [her]. 等）で紹介する。

	
	
	
	
	
	●私の宝物（Show and Tell）（S）
自分の宝物を実物や絵，写真を提示しながら紹介する。



	
	
	
	Let’s Communicate ④
 
	
	●私が好きな有名人②（W）
自分が好きな有名人（歌手，俳優，スポーツ選手等）一人を取り上げ，目的格を含む文章（I like him [her]. 等）で紹介する英文を書き，発表し合う。写真や絵を貼り付け，視覚的に工夫する。


	評価規準（評価の観点）
	パフォーマンス・テスト

	
	パフォーマンス・テストの概要
	評価規準（評価の観点）

	◆三単現のsを含む文を用いて友人や家族を紹介できる。（表現）
◆「三単現のs」について正しく理解している。（言語・文化）


	●プラスワン・スキット
p. 53の由紀とマリおばさんの対話の中の人物や土産物を他の物に代えてスキットを演じる。
	◆聞き手にとってわかりやすい，正しい発音とイントネーションで生き生きと最後まで演じることができる。（表現）

	
	
	

	◆聞き手にとってわかりやすい，正しい発音とイントネーションで生き生きと最後まで演じることができる。（表現）
	
	

	◆whenを用いた疑問文を用いて対話できる。（表現）
◆聞かれたことに対して適切に応答できる。（表現）
	
	

	◆聞き手にとってわかりやすい，正しい発音とイントネーションで生き生きと最後まで演じることができる。（表現）
	
	

	◆自分の町を紹介する英文を4文以上書くことができる。（表現）

	
	

	◆一般動詞の過去形を含む文章の要点を正しく読み取ることができる。（理解）


	
	

	◆一般動詞の過去形の文を状況に応じて適切に使うことができる。（表現）
◆相手の質問に対して適切に応じることができる。（理解）
	
	

	◆5文以上のまとまりのある英文が書ける。（表現）
◆一般動詞の過去形を使う場面を理解している。（言語・文化）
	
	

	◆所有格が正しく言える。（表現）


	●Show and Tell 
自分の宝物を実物や絵，写真を提示しながらスピーチ形式で紹介する。
	◆「宝物」という話題からそれずに内容を整理して話すことができる。（表現）
◆適切な声量，正しい発音で話すことができる。（表現）

	
	
	

	◆him/herを正しく使い分けることができる。（表現）（言語・文化）
◆有名人について5文以上のまとまりのある英文を話すことができる。（表現）
	
	

	◆「宝物」という話題からそれずに話すことができる。（表現）
◆適切な声量，正しい発音で話すことができる。（表現）
	
	

	◆有名人について5文以上のまとまりのある英文を書くことができる。（表現）

	
	


	月
	時
	課
	題 材・主な言語材料
	言語の使用場面（◎）
言語の働き（○）
	主な言語活動（内容のまとまり）

	
	
	
	
	
	

	12
	2
	 Check Your Progress ②
	
	(Programs 5～7の学習事項の理解度確認と復習)

	1
	4
	9
	 Yuki Talks about Kanzi.
由紀はボノボのカンジについて調べたことをクラスで発表する。
助動詞canの平叙文 / 疑問文/ How do you～?
	◎b 学校での学習
○a 発表する
    説明する
  b 質問する
	●私ができるすごいこと！（多聴）（L）
数名のスピーチを聞き，その人物ができるすごいことを聞き取る。



	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	●私ができるすごいこと！（Short Speech）

（S）
自分ができることをcanを用いて，できるだけ大げさに発表する。

	
	
	
	
	
	●これ○○語でなんて言うの？（Information Gap Filling） （S）
How do you say ～ in...?を用いて，様々な言語で身の回りのものがどう表現されるかについて対話するインフォメーション・ギャップ・フィリング・ゲーム。

	2
	
	
	
	
	

	
	6
	10
	 A Busy and Happy Morning
ある家庭の電話をめぐる朝の対話。
現在進行形の平叙文 / 疑問文 / What ～ doing?
	◎a 電話での応答
  b 家庭での生活
○a 説明する
  b 依頼する
    断る
	●ジェスチャー・ゲーム（S）
ジェスチャーをし，それが何をしているところなのかを現在進行形を用いて当て合う。

	
	
	
	
	
	●プラスワン・スキット（Skit）（S）
本文の内容の一部を変えたり，1文プラスする等してスキットを演じる。

	
	
	
	
	
	●劇の台本を書こう！（W）
本文の英文を元にしてスキット（寸劇）の台本を書き，発表に向けて練習する。



	3
	
	
	
	
	

	
	
	
	Let’s Communicate ⑤
	◎a 電話での応答
　b 家庭での生活
○a 説明する
  b 依頼する
    断る
	●伝言メッセージを残そう！（W）
数種類の電話での対話文を聞き取り，伝言メッセージを英文で書く。



	
	2
	 Check Your Progress ③
     
	
	(Programs 9～10の学習事項の理解度確認と復習)


	
	
	 付録Reading
 Whale Rider
マオリ族の少女パイケアがクジラに乗り，伝説の救世主whale riderになる物語。
総復習
	◎b 家庭・地域での     生活
○a 描写する
	●感想を書いてみよう！（W）
本課の内容について簡潔に英語で感想文を書き，発表し合う。印象的な場面を一つ取り上げさせ，絵を描きポスター形式で仕上げる等工夫する。




	評価規準（評価の観点）
	パフォーマンス・テスト

	
	パフォーマンス・テストの概要
	評価規準（評価の観点）

	
	
	

	◆自然なスピードで話されるスピーチ文を聞き，その人物ができることを正しく聞き取ることができる。（理解）


	●音読テスト
p.75の最初の3行を音読する。
	◆正しいリエゾンやイントネーションで発音できる。

	
	●Show and Tell ＋ Q＆A
ALTに写真を示しながら家族または友人紹介をする。その後ALTから質問を受け応答する。
	◆家族や友人について伝えたいことを英語で正しく伝えることができる。（表現）
◆三単現のsを含む英文を正しく使用できる。（言語・文化）

	◆canを正しく用いて自分ができることを話すことができる。（表現）
◆2文プラスして，canの文の内容を補足できる。（表現）
	
	

	◆How do you say ～ in...?の文，またその応答文が正しく発話できる。（表現）


	
	

	
	
	

	◆現在進行形の文が正しく言える。（表現）
◆現在進行形の文型について正しく理解している。（言語・文化）
	●劇
Program 10の§1～3を基にして台本を作成し，3名程度のグループで演じる。
	◆自分の台詞の内容を正しく伝えるよう発話できる。（表現）

	◆自分の台詞の内容を正しく伝えるよう発話できる。（表現）


	
	

	◆状況に応じて語句や表現を使い分ける知識がある。（言語・文化）
◆状況に応じて適切な表現を用いてまとまりのある英文を書くことができる（表現）
	
	

	
	
	

	◆自然な速さで話されるまとまりのある英文の大切な部分を正しく聞き取ることができる。（理解）
◆英文の大切な部分を簡潔なメモ形式で書くことができる。（表現）
	
	

	
	●スピーチ「自己紹介」
10文程度の自己紹介を作成し，発表する。
	◆既習言語材料を場面に応じて適切に使用できる。（表現）
◆大切な部分が聞き手に伝わるように話すことができる。（表現）

	◆自分の感想・意見を適切に表現できる。（表現）
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